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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています

　

文
部
省
唱
歌
「
紅
葉
」。
秋
の
夕
日

に
照
る
山
紅
葉
と
、
も
え
た
つ
紅
葉

の
空
に
映
え
る
美
し
さ
に
癒
さ
れ
ま

す
。

　

そ
し
て
や
が
て
落
ち
て
ゆ
く
は
か

な
い
風
情
が
心
に
沁
み
ま
す
。

八
女
川
柳
会　

安
達
　
昇

今
月
の
川
柳

栗く
り

　
梅う

め

視覚デザイン研究所
「和の色のものがたり」より

ま
つ
た
け

　

霜
月
に
入
り
ま
す
と
、
四
周
の
雑
木
山
は
薄
紅
の

彩
り
を
添
え
て
き
ま
す
。
周
り
の
松
山
で
は
な
ば
山

（
茸
山
）
あ
が
り
が
弾
み
出
す
の
で
す
。
な
ば
山
は

松
茸
山
の
こ
と
で
、「
な
ば
山
あ
が
り
」
と
言
え
ば

松
茸
狩
り
の
意
で
す
。

　

現
在
庶
民
に
は
高
根
の
花
に
な
っ
て
い
ま
す
が
明

治
31
年
の
旧
川
崎
村
の
年
産
約
４
３
２
㎏
、
同
41
年

の
旧
忠
見
村
で
の
産
額
約
１
３
９
２
㎏
と
記
録
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
丘
陵
地
で
２
屯
近
く
の
松
茸
生
産
と

は
、
想
像
も
つ
き
か
ね
る
特
産
物
だ
っ
た
の
で
す
。

「
八
女
の
方
言
歳
時
記
」内
山
一
兄
・
郷
田
敏
男
共
著
よ
り

紅
み
の
あ
る
栗
色
。
江
戸
前
期

の
「
栗
色
の
梅
染
」
が
略
さ
れ

た
も
の
と
い
わ
れ
ま
す
、

筑後市徳久

田中　秀幸

　

芸
文
館
に
て
、
月
二
回
、
水
彩
画
を
学

ん
で
い
ま
す
。
絵
を
描
く
の
は
学
生
以
来

で
す
。
学
校
で
学
ん
だ
も
の
と
は
違
い
、

水
を
た
っ
ぷ
り
と
使
っ
て
滲
み
や
ボ
カ
シ

を
作
り
な
が
ら
描
く
方
法
に
戸
惑
い
な
が

ら
も
楽
し
く
描
い
て
い
ま
す
。

  
教
師
道み

ち　
　

⑲

森
下
　
計
二

　

学
級
に
は
、
い
つ
も
落
ち
着
い
て
し
っ

か
り
物
事
を
す
る
子
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
毎
日
周
り
が
嫌
が
る
よ
う
な
い
た

ず
ら
や
乱
暴
を
す
る
よ
う
な
手
の
付
け
ら

れ
な
い
子
も
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大

声
で
わ
め
い
た
り
、
机
に
上
が
っ
て
飛
び

回
っ
た
り
も
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
子
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
教
師

は
い
つ
も
悩
ま
さ
れ
ま
す
。
カ
ッ
と
し
て

体
罰
を
し
て
し
ま
う
危
険
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
、
私
は
こ
う
す
る
と
決
め
て

い
ま
し
た
。
勿
論
、
保
護
者
に
意
図
を
伝

え
た
上
で
。
放
課
後
に
子
ど
も
を
残
し
て
、

校
庭
や
体
育
館
で
、
本
気
で
勝
負
す
る
の

で
す
。
相
撲
で
も
、バ
ス
ケ
ッ
ト
の
シ
ュ
ー

ト
で
も
、
跳
び
箱
で
も
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

で
も
き
ち
ん
と
ル
ー
ル
に
従
っ
た
一
対
一

の
勝
負
で
す
。
そ
れ
も
一
回
だ
け
で
な
く

何
回
も
何
回
も
繰
り
返
す
。
教
師
と
子
ど

も
の
ど
ち
ら
か
が
へ
と
へ
と
に
へ
ば
っ
て

し
ま
う
ま
で
続
け
る
と
い
う
勝
負
で
す
。

　

言
葉
じ
ゃ
ど
う
に
も
通
じ
な
い
時
は
そ

う
す
る
の
で
す
。
そ
の
日
に
決
着
が
つ
か

な
い
と
、
ま
た
別
の
日
に
、
そ
れ
で
も
ダ

メ
な
時
は
さ
ら
に
別
の
日
に
。

　

き
っ
と
、
き
っ
と
こ
の
子
は
わ
か
っ
て

く
れ
る
と
信
じ
て

全
力
で
ぶ
つ
か
る

の
で
す
。
共
に
負

け
ま
い
と
汗
を
流

し
闘
う
。
勝
ち
負

け
の
問
題
じ
ゃ
な

い
っ
て
こ
と
が
伝

わ
る
ま
で
…
。

　

私
の
そ
の
解
決

法
の
成
功
率
は
、

歴
代
、ほ
ぼ
百
パ
ー

セ
ン
ト
で
し
た
。

第 51回八女茶で健康
ドイツ連邦議会食糧農業委員会議員とドイツ大使館員に八女茶を PR

　令和元年 10 月 8 日、ドイツ連邦議
会食糧農業委員会訪日団のアロイス・
ゲ－リック委員長外 10 名が、以前は
「国立茶業試験場」と呼ばれていた国
立研究開発法人農業・食品産業技術総
合研究機構金谷茶業研究拠点（静岡県
島田市）を訪問され、八女茶を堪能さ
れました。訪問のテ－マは、日本農業・
食料に関する調査と日本が議長国を務
めたG20、日 EUの EPA（経済連携協定）
を受けた農産品分野での日独貿易振興
です。　
　茶業研究拠点の角川研究監（場長に相当）からドイツ連邦議会の訪日の話
を伺い、県茶連としては、是非とも八女茶を PRしたいとお願いしました。角
川研究監は、「日本茶を印象付けたくて引き受けたようなものだから、日本茶
の最高峰である八女伝統本玉露は外せない」と言われました。日本茶業界有
数のポジションにおられる角川研究監は、全国茶品評会の審査委員長でもあ
り、八女茶の品質と実績を高く評価していただいております。
　茶業研究拠点には、9月中旬に八女伝統本玉露とパンフレット等を送付しま
したので何度も呈茶練習・試飲されたようで、最高の状態で呈茶して頂きま
した。ドイツ連邦は有名なワインの産地でもあることからワイナリ－出身の
方もおられ、大変楽しく、興味深く、そして和やかに試飲が行われたとのこ
とでした。また、委員長からは、「一杯の日本茶にたいへんな努力があること
を理解することが出来た。日本茶の輸出がもっと増えることを祈念します。」
とのコメントを頂いたと連絡がありました。
　現在、八女茶はドイツにも輸出することが出来ていますが、まだ数量は多
くありません。県茶連では、玉露・煎茶などの八女茶を多くの方に購入して
頂けるよう今後も PRに務めて参ります。

福岡県茶生産組合連合会事務局長　仁田原　寿一

八女茶を飲んで笑顔

こんにちは。
八女警察署です。

�

　指名手配被疑者の
　　　検挙に御協力を！
　全国の警察から指名手配されている
者は、凶悪事件などで特に警察庁が指

定している重要指名手配被疑者を始めとして、約６００人に上っ
ています。
　これらの被疑者は、殺人、強盗等の凶悪事件のほか、暴行、傷害、
窃盗、詐欺、横領等の事件に関して指名手配されており、再び犯行するおそれがあります。
　警察では、特に重大な犯罪の被疑者を選定した上で、１１月中に全国警察の総力を挙げて追跡
捜査を行うこととし、これら被疑者の早期検挙に取り組んでいるところです。
　この指名手配被疑者の発見に向けた捜査活動には、県民皆さんの
御協力が不可欠です。
　指名手配被疑者の画像は、警察庁や福岡県警ホームページでも
公開されていますし、警察署等にもポスター掲示がされています。
　指名手配被疑者によく似た人を見掛けたといった情報など、わ
ずかなことでも結構ですので、警察に通報していただくようお願
いします。

食欲の秋の到来 !!
～収穫の秋を道の駅で楽しもう～

11月23日㈯・24日㈰

11月30日㈯・12月1日㈰
秋の大収穫祭

新上五島町物産展
イベント盛りだくさんで皆様をお待ちしております。
ぜひ遊びに来て下さい !!!!

道の駅たちばな


